私の考える芸術—　—
学籍番号

名前

第1章 問題設定
第1節 研究動機

　これまで私は芸術について、　　　　のような経験がある。

第2節 仮説

　そこで、芸術とは、　　という仮説をもつ。

第3節 問題設定と方法

　このレポートでは、いくつかの作品やクラスのメンバーのパフォーマンスを取り上げて分析しながらそれを検証する。

第2章 事前調査（この章はあとでなくなる）

ホームページ（webページ）のタイトル「」

ホームページのurl  http://～　　　urlの欄を範囲指定して、コピーする。

分かったことメモ

第3章 これまでの経験のなかで

第1節 小さいころの経験

第2節 芸術との出会いの自覚

第3節 高校時代の経験

第4章 いくつかの作品に即して

第1節 どういう作品を取り上げるか

第2節 作品1：

第3節 作品2：

第5章 このクラスのパフォーマンスをみて

第1節 パフォーマンス１：

第2節 パフォーマンス２：

第3節 芸術に関して考えさせられたこと

第6章 総合考察と結論

第7章 参考文献

１　小澤征爾ほか編・齋藤秀雄『齋藤秀雄講義録』白水社、1999年。東キャンパス開架 762.1||Sa 25

第8章 参考パフォーマンス（2018年5月30日）

自分のパフォーマンス

情報：

 学籍番号 名前

 パフォーマンスの題目

 出典（関連情報）

 ※みどころ

例1：

 学籍番号 名前

 読み聞かせ 加古里子『だるまちゃんとかみなりちゃん』福音館書店、1968年

  https://www.amazon.co.jp/dp/4834001598

 ※xxxxにxxxという芸術の特性があらわれています。

例2：

 学籍番号 名前

 演奏紹介 Friedrich Gulda: Beethoven - Piano Concerto No. 5 in E flat major Op. 73

 https://www.youtube.com/watch?v=weK_L4oxbEo

 ※芸術とは、xxxだが、この演奏で、グルダが指揮をしていない時も演奏できるということは、みんなの中に指揮を見なくても共通のイメージを共有できているからではないか。
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